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豊富な雪でシーズン開幕

　　　　　

“パワー全開！！”

　

（1月12日・六呂師スキ一場・県クラブ対抗スキー大会）



おめでとう 胞回歳

成人式に448人出席

　

門出を祝福

　

成人の日の1月15日、大野市民会館

で成人式が行われ、晴れ着やスーツ姿

の新成人448人が参加しました。

　

式典では、最初に新成人を代表して

八幡さおりさん（有明町）力f市民憲章

を唱和。続いて山内市長が「自らの責

任において、権利と義務を果たし立派

な社会人になってください」と式辞。

この後「二十歳の声」入賞論文の表彰と

発表があり、最後に高村光昭さん（下丁）

が誓いの言葉を述べて終了しました。

　

アトラクションでは、スライド上映

が行われました。20年間の主な出来事

や学生時代のスナップなどが映し出さ

れると、画㈲に身を乗りだし歓声をあ

げていました。

　

会場では、久しぶりに対面する友と

話が弾み、あちらこちらで“ミニ同窓会。

の輪ができていました。

「
2
0
歳
の
声
」
論
文
入
選
者

高井秀樹t

　

（学生●泉町）

「
二
十
歳
の
節
目
に
」

　
　

日
本
人
の
持
っ
て
い
る
勤
勉
さ

や
謙
虚
さ
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
今

日
、
馬
鹿
に
思
え
る
こ
と
で
も
人

の
た
め
に
尽
く
そ
う
と
す
る
父
の

姿
を
大
切
に
し
て
生
き
た
い
。

中森明寛1

（学生・中挾3）

「
新
有
権
者
と
し
て
の
心
構
え
」

　

平
和
な
時
代
に
生
き
る
幸
せ
を

か
み
し
め
な
が
ら
、
政
治
に
も
大

き
な
関
心
を
持
ち
、
与
え
ら
れ
た

新
有
権
者
と
し
て
の
T
票
こ
そ
大

切
に
し
た
い
。

横山友紀江1

（会社員●森政領家）

「
二
十
歳
に
な
っ
て
」

　

二
十
歳
を
契
機
に
手
話
と
点
字

を
学
び
、
身
体
に
障
害
を
持
つ
人

た
ち
の
努
力
に
感
動
。
こ
れ
か
ら

も
優
し
い
心
で
い
ろ
い
ろ
な
人
と

対
応
し
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
。



4新成人にインタビゴ÷：i
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￥
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成
人
式
に
参
加
さ
れ
た
皆
さ

ん
に
、
①
「
二
十
歳
に
な
っ
た

抱
負
」
と
2
「
大
野
の
イ
メ
ー

ジ
」
を
聞
い
て
み
ま
し
た
。

　

「
大
野
の
イ
メ
ー
ジ
を
色
で
例

え
る
と
し
た
ら
」
に
は
、
全
員

が
岫
緑
」
と
答
え
ま
し
た
。

　

ご
活
躍
を
お
祈
り
し
ま
す
。

常見奈緒子1

　

［‰J］

①
両
親
の
お
か
け
で
こ
れ
ま
で
は

順
風
満
帆
で
し
た
。
今
年
か
ら
社

会
人
と
な
り
責
任
あ
る
行
動
を
し

な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
2
自
然

に
恵
ま
れ
た
人
情
深
い
町
。
若
い

人
が
他
市
に
流
失
し
な
い
よ
う
魅

力
あ
る
町
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

宇野弘兄1

［aJ］

①
成
人
式
の
案
内
を
見
て
二
十
歳

を
実
感
し
ま
し
た
。
二
月
に
は
自

分
の
意
志
で
初
投
票
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
②
の
ん
び
り
し
た
人
情

豊
か
な
田
舎
町
。
お
い
し
い
水
や

自
然
は
残
し
て
ほ
し
い
が
、
個
性

の
あ
る
町
に
発
展
し
て
ほ
し
い
。

中村有希1

　

会社員［中お。］

①
こ
こ
ま
で
育
て
て
く
れ
た
両
親

に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
魅
力
の
あ

る
女
性
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

②
若
者
が
魅
力
を
感
じ
る
と
こ
ろ

が
な
い
で
す
。
ス
ケ
ー
ル
の
大
き

い
若
い
人
が
楽
し
め
る
レ
ジ
ャ
ー

施
設
が
欲
し
い
で
す
。

江川悟永1

［1レリ］

①
社
会
的
に
大
人
に
な
る
と
同
時

に
責
任
も
つ
い
て
ま
わ
り
ま
す
。

何
1
に
も
真
剣
に
取
り
組
み
た
い

で
す
。
2
就
職
先
が
少
な
く
、
娯

楽
や
レ
ジ
ャ
ー
施
設
も
貧
困
で
す
。

立
派
な
施
設
を
生
か
し
た
多
彩
な

イ
ベ
ン
ト
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

西川美保1

「2に疆

①
こ
れ
ま
で
は
両
親
が
温
か
く
導

い
て
く
れ
ま
し
た
が
、
ゝ
一
れ
か
ら

は
責
任
の
あ
る
行
動
を
と
ら
ね
ば

と
思
い
ま
す
。
②
私
に
と
っ
て
は

心
が
安
ら
ぐ
町
で
す
。
自
然
に
囲

ま
れ
た
の
ど
か
で
住
み
や
す
い
環

境
を
大
切
に
し
た
い
も
の
で
す
。

大谷a之1

ばリ］

①
二
十
歳
に
な
っ
て
か
ら
、
仕
1

で
も
責
任
を
持
た
さ
れ
、
周
り
の

人
の
見
方
も
変
わ
っ
て
き
た
よ
う

で
す
。
②
朝
市
の
た
つ
町
と
し
て

独
特
の
雰
囲
気
が
あ
り
ま
す
。
道

路
を
幣
備
し
て
、
ゆ
と
り
の
あ
る

町
に
な
る
こ
と
を
望
ん
で
い
ま
す
。

①
今
年
四
月
の
選
挙
で
初
投
票
の

権
利
が
行
使
で
き
ま
す
が
、
責
任

の
重
さ
も
感
じ
ま
す
。
2
水
や
空

気
が
き
れ
い
な
住
み
よ
い
町
で
す

が
、
暗
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。

若
者
向
け
の
屋
外
施
設
を
建
設
し

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

小林勝U1

［jlリ］

①
今
年
か
ら
社
1
人
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
、

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
挑
戦
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
②
自
然
が
咬
か
な

歴
史
の
あ
る
町
。
ス
ポ
ー
ツ
や
娯

楽
施
設
が
少
な
く
、
若
者
か
ら
み

た
ら
魅
力
を
感
し
ま
せ
ん
。

前田茂美1

ぽ岫］

①
い
よ
い
よ
大
人
の
仲
間
入
り
。

行
動
に
責
任
を
持
っ
て
、
人
に
信

頼
さ
れ
る
大
人
に
な
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
②
親
し
く
し
て
い
た
友

だ
ち
が
市
外
に
出
て
い
く
の
が
残

念
で
す
。
若
者
が
定
着
で
き
る
町

に
し
て
ほ
し
い
で
す
。

駒隆一郎1

［laリ］

①
権
利
も
主
張
で
き
る
か
わ
り
に

義
務
も
果
た
さ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

親
に
頼
ら
ず
自
主
的
に
行
動
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
②
人
情
の
温
か

い
町
。
逆
に
I
d
え
ば
活
発
さ
に
欠

け
る
町
。
若
い
人
が
も
っ
と
積
極

的
に
活
動
し
て
ば
し
い
で
す
。松山律子1

［ぎl］

2
ま
だ
ま
だ
学
生
気
分
で
、
成
人

に
な
っ
た
と
い
う
感
じ
が
ピ
ン
と

き
ま
せ
ん
。
責
任
を
も
っ
て
行
動

し
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

2
自
然
に
恵
ま
れ
た
雪
国
。
昼
夜

を
問
わ
ず
活
気
が
な
い
の
が
さ
み

し
い
限
り
で
す
。

中山博之1

［hjl］

①
気
持
ち
は
普
段
と
変
わ
り
ま
せ

ん
が
、
二
十
歳
を
一
つ
の
区
切
り

に
し
、
念
願
の
保
母
に
専
念
し
ま

す
。
②
市
外
に
出
て
い
く
友
だ
ち

が
多
い
こ
と
は
さ
み
し
い
限
り
で

す
。
若
者
が
定
着
す
る
町
づ
く
り

が
必
要
で
す
。

森永公子1

［k。委］
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言
怒
そ
7
y
O
T
J
ヤ
七
7
な
り
A
サ
し

期
限
は
3
月
1
5
日
、
早
め
に
手
続
き
を

　

今
年
も
市
・
県
民
税
の
申
告
と
、
所
得
税
の
確
定
申
告
の
時
期
に

な
り
ま
し
た
。
申
告
期
間
は
、
市
●
県
民
税
が
二
月
二
十
六
日
（
火
）

～
三
月
十
五
日
（
金
）
、
所
得
税
は
二
月
十
六
日
（
土
）
～
三
月
十
五
日

（
金
）
で
す
。
書
類
（
給
与
・
年
金
な
ど
の
源
泉
徴
収
票
や
所
得
が
分

か
る
帳
簿
類
、
国
民
年
金
●
国
民
健
康
保
険
税
。
生
命
保
険
料
な
ど

の
証
明
書
）
を
早
め
に
そ
ろ
え
、
正
し
い
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

圃
回
囃

　

・
I
ま
I
―
Ｌ

　

市
・
県
民
税
申
告
の
日
程
は
、

左
下
の
表
の
と
お
り
で
す
。

　

申
告
用
紙
は
、
二
月
二
十
日
ご

ろ
に
区
長
さ
ん
を
通
じ
て
お
届
け

し
ま
す
。
そ
の
際
、
地
区
ご
と
の

申
告
日
時
と
場
所
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
混
雑
を
避
け
る
た
め
に
も

で
き
る
だ
け
指
定
さ
れ
た
日
に
申

告
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
告
が
必
要
な
人
は

　

申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

人
は
、
平
成
三
年
一
月
一
日
現
在

で
市
内
に
住
ん
で
い
た
人
で
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
で
す
。

剛
昨
年
中
に
所
得
が
あ
っ
た
人
。

　

た
だ
し
、
所
得
税
の
確
定
申
告

　

を
す
る
人
と
給
与
所
得
者
（
サ

　

ラ
リ
ー
マ
ン
）
で
給
与
以
外
の

所
得
が
な
い
人
を
除
き
ま
す
。

悶
給
与
所
得
以
外
に
、
地
代
、
家

　

賃
、
配
当
、
退
職
金
な
ど
の
収

　

入
が
あ
っ
た
人
。
た
だ
し
、
退

　

職
金
の
場
合
、
勤
務
先
で
分
離

　

課
税
さ
れ
た
人
を
除
き
ま
す
。

　

な
お
、
次
の
所
得
は
、
つ
い
申

告
を
忘
れ
が
ち
で
す
。
金
額
の
多

少
に
か
か
わ
ら
ず
、
必
ず
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。

●
パ
ー
ト
や
ア
ル
バ
イ
ト
で
得
た

　

収
入

・
保
険
の
勧
誘
や
物
品
販
売
な
ど

　

の
外
交
員
報
酬

・
厚
生
年
金
、
国
民
年
金
な
ど
の

　

年
金
収
入

申
告
に
必
要
な
も
の

　

申
告
の
際
は
、
次
の
も
の
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

田
所
得
の
計
算
に
必
要
な
帳
簿
や

　

書
類
。
例
え
ば
、
売
上
帳
、
仕

入
帳
、
源
泉
徴
収
票
、
請
求
書
、

領
収
書
な
ど

閲
国
民
健
康
保
険
税
や
国
民
年
金

　

保
険
料
、
生
命
保
険
料
、
損
害

　

保
険
料
、
医
療
費
な
ど
の
領
収

　

書
ま
た
は
支
払
証
明
書
な
ど

倒
そ
の
他
、
印
鑑
、
家
族
の
生
年

　

月
日
が
分
か
る
健
康
保
険
証
な

　

ど

　

も
し
、
申
告
用
紙
が
届
か
な
か

っ
た
り
、
記
入
の
仕
方
が
分
か
ら

な
い
と
き
は
、
市
役
所
税
務
課
市

民
税
係
（
酋
6
6
・
1
1
1
1
内
線

4
2
3
・
4
2
4
）
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

同
回

　

平
成
二
年
分
（
平
成
二
年
一
月

一
日
～
平
成
二
年
十
二
月
三
十
一

日
ま
で
の
分
）
の
所
得
税
の
確
定

申
告
は
、
二
月
十
六
日
か
ら
大
野

税
務
署
で
受
け
付
け
ま
す
。

申
告
期
限
は
三
月
十
五
日
で
す
が

期
限
間
近
に
な
り
ま
す
と
税
務
署

は
大
変
混
雑
し
ま
す
。
申
告
は
早

め
に
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
の
該
当
者

剛
平
成
二
年
分
の
事
業
所
得
、
不

　

動
産
所
得
な
ど
の
所
得
の
合
計

　

額
が
、
所
得
控
除
（
基
礎
控
除
、

　

配
偶
者
控
除
、
扶
養
控
除
な
ど
）

　

の
合
計
額
を
超
え
る
人

即
給
与
所
得
者
で
、
①
給
与
の
年

　

収
が
千
五
百
万
円
を
超
え
る
人

　

②
二
ヵ
所
以
上
か
ら
給
与
を
受

　

け
て
い
る
人
③
給
与
所
得
や
退

　

職
所
得
以
外
の
所
得
金
額
の
合

　

計
が
二
十
万
円
を
超
え
る
人

倒
給
与
所
得
者
で
、
①
住
宅
を
購

　

入
し
た
人
②
災
害
や
盗
難
に
遭

　

っ
た
人
③
多
額
の
医
療
費
を
支

　

払
っ
た
人
な
ど

納
税
相
談

　

農
業
所
得
と
営
業
所
得
に
つ
い

て
の
納
税
相
談
が
、
次
の
と
お
り

行
わ
れ
ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

時
間
は
、
午
前
九
時
～
午
後
四
時

で
す
。

農
業
所
得
▼
土
庄
農
協
で
2
月

　

1
8
～
2
0
日
▼
市
農
協
阪
谷
支

　

所
で
2
月
1
9
～
2
1
日
▼
小
山
。

　

乾
側
支
所
で
2
月
2
0
・
2
1
日

　

▼
下
庄
・
富
田
支
所
で
2
月
2
1
・

　

2
2
・
2
5
日

営
業
所
得
▼
大
野
税
務
署
で
2

　

月
1
6
日
～
3
月
1
5
日

市・県民税申告の日程

月日 曜日 場所 月日 曜日 場所

2．26 火

市役所

3．7 木 上庄公民館

27 水
8 金

木本集落センター

28 木 五箇・ふるさと自然の家

3．1 金
乾側公民館 11 月 蕨生集落センター

小山公民館
12 火

富田公民館

2 土
庄林生活改善センター 市農協富田支所

南六呂師集落センター
13 水

阪谷公民館

4 月
下庄公民館

市農協阪谷支所

5 火 14 本
市役所

6 水 土庄公民館 15 金

●時間はいずれも午前9時～午後4時。

　

ただし、2日と8日・11日は午前11時30分まで。

●地区ごとの日程明細は、後日、申告書配布の際にお知らせします。
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市議会

会一
計般

2
億
3
百
万
円
余
り
を
追
加

　

第
二
百
五
十
二
回
定
例
市
議
会
は
、
昨
年
十
二
月
十
二
日
か

ら
、
途
中
会
期
を
六
日
間
延
長
し
て
二
十
七
日
ま
で
の
十
六
日
間

に
わ
た
っ
て
開
か
れ
ま
し
た
。
「
平
成
二
年
度
－
般
会
計
補
正
予

算
案
≒
大
野
市
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
案
」
な
ど
十
七
議
案
が
審
議
さ
れ
た
結
果
、
全
議

案
と
も
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
補
正
予
算
で
は
、
歳

入
…
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
二
億
三
百

五
十
一
万
四
千
円
か
迫
加
さ
れ
、

総
額
は
百
三
十
一
億
三
千
二
百
二

十
四
万
九
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

主
な
歳
出
は
次
の
と
お
り
で
す
。

総
務
費

▼
越
美
北
線
開
通
三
十
周
年
記
念
事

　

業
負
担
金
…
三
十
六
万
六
千
円

民
生
費

？
精
神
薄
弱
者
施
設
援
護
扶
助
・
：

　

五
百
三
十
万
円

？
在
宅
老
人
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業

　

・
：
三
百
八
十
万
二
千
円

？
老
人
保
護
措
置
費
：
土
千
四
百

　

六
十
一
万
円

衛
生
費

▼
金
属
プ
レ
ス
機
（
空
き
缶
や
く

　

ず
鉄
な
ど
を
押
し
つ
ぶ
す
機
械
）

　

取
り
替
え
工
事
・
：
七
百
七
十
万

　

円
農
林
水
産
業
費

？
県
単
土
地
改
良
事
業
（
農
道
舗

　

装
）
…
二
百
万
円

？
県
単
作
業
道
整
備
事
業
（
彼
地

　

線
、
上
若
生
子
線
）
．
：
三
百
五

　

十
一
万
円

商
工
費

？
地
方
バ
ス
路
線
運
行
対
策
事
業

　

・
：
五
百
九
十
五
万
五
千
円

土
木
費

？
除
雪
機
械
惜
り
上
げ
料
・
：
二
千

　

八
百
万
円

教
育
費

？
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業
・
：
三
百
三

　

十
一
万
八
千
円

災
害
復
旧
費

？
農
地
施
設
（
水
路
）
災
害
復
旧

　

事
業
・
：
百
七
万
千
円

？
林
道
施
設
災
害
復
旧
事
業
・
：
千

　

六
百
八
十
二
万
三
千
円

田
中
義
一
氏
の
教
育
委
員

任
命
に
同
意

　

昨
年
十
二
月
二
十
二
日
で
任
期

満
了
と
な
っ
た
萬
谷
正
教
育
委
員

の
後
任
に
、
田
中
義
一
氏
を
任
命

す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

　

同
じ
く
任
期
満
了
の
公
平
委
員

会
委
員
に
は
、
松
本
知
達
氏
、
南

豊
氏
を
再
任
す
る
こ
と
に
同
意
し

ま
し
た
。

阿
難
祖
集
落
排
水
処
理

　

施
設
の
利
用
料
決
ま
る

　

平
成
三
年
一
月
一
日
か
ら
供
用

を
開
始
し
た
阿
難
祖
地
区
集
落
排

水
処
理
施
設
の
利
用
料
が
左
表
の

と
お
り
条
例
で
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

区

分

使用料月額

基本料 人員割

一

般
用

1世帯　　

当り

2，540円

世帯員　　

1人　

400円

集会

施設

等

1施設

2，540円
－

平成2年大野市十大ニュース決まる

　

一大野高校野球部甲子園初出楊ガトップー

　

市民の皆さんからの投票による、平成2年大野市十大ニュースは

下記のとおリ決まりました。投票総数は641票、10項目的中者はあ

りませんでした。

①616票7月28日大高野球部福商破って甲子園の夢実現

2546票9月14日市が済生会病院誘致を断念

③482票4月22日古河市と姉妹都市の盟約調印

④441票1月24日福田一氏38年間の代議士生活に終止符

⑤432票6月17日山内武士市長が再選

⑥372票6月20日大野工業高校、来年から大野東高に

⑦351票9月17日地下水汚染源の土砂除去

⑧338票3月15日エキサイト広場（総合体育館）起工

⑨326票10月10日大高北信越で準優勝、センバツ濃厚

⑩315票5月28日奥越高原リゾート構想を国が承認

田中義一氏が

教育長に就任

　

（64歳・天神町）

　

12月定例市議会で教育委員任命の同意

を得た田中氏は、翌28日に開かれた臨

時教育委員会で教育長に選任され、1

月8日の県教育委員会で承認を受けて

第12代教育長に就任しました。

　

前任の萬谷教育長は、学校の改築や

総合体育館建設、生涯教育の推進に尽

力されました。

　　　　

＊田中教育長の略歴＊

　

昭和22年福井師範卒業。奥越青少年

の森所長、富田小校長、有終西小校長、

市教委学校教育課長を歴任。



o扇家計○徊婚肖
平鴎2年12月末現在の財政状況でりー

　

市の家計簿がどのようになっているのか、

また、皆さんが納めた税金などがどのよう

口吏われているのかを知って頂くため、平

成2年12月末現在の財政状況をお知らせし

ます。ご家庭の家計簿と同様に、市の台所

事情をご覧ください。

一般会計とは、市の普通一般の歳入●歳出を経理する会計で、土

木費、教育費、民生費など、基本的な経費が計上されています。
ぷj；をダj‘11｀i

〈歳入〉予算現額135億7，035万円

　　　　

収入済額84億5，791万円

　　　　

収入率62．3％

〈歳出〉予算現額135億7，035万円

　　　　

支出済額83億7，642万円

　　　　

支出率61．7％

市債の借入状況

　

市債（借金）の12月末残高は

71億7，466万円で、借入先別金額

は次のとおりです。

●大蔵省資金運用部

　　　

34億9，961万円（48．8％）

●郵政省簡易保険局

　　　

20億9，186万円（29．2％）

●公営企業金融公庫

　　　

3億546万円（4．3％）

●各種共済組合

　　　

2億973万円（2．9％）

●市内金融機関

　　　

6億6，628万円（9．2％）

●その他

　　　

4億172万円（5．6％）



特別会計の執行状況

　

特別会計とは、市が特定の事業を行うときに、一般

会計と区別して経理し、その特殊性を明らかにするた

め設けられたものです。水道事業は、企業会計です。

市税の収入状況

主な建設事業 （執行済額）

事業名 事業額

荒島保育園改築事業 5，856万円

春日児童センター改築事業 5，863万円

社会福祉施設整備補助事業 2，775万円

蕨生小学校水泳プール建設事業 4，010万円

陽明中・尚徳中大規模改造事業 9，219万円

エキサイト広場建設事業 14億7，679万円

武家屋敷保存整備事業 1億5，894万円

個別学習機器整備事業 1，648万円

花と緑の都市モデル事業 3，695万円

亀山公園整備事業 4，625万円

都市計画街路整備事業 3，080万円

リゾートベースマップ作成事業 2，382万円

事業名 事業額

石灯篭会館建設事業 3，181万円

工業振興奨励事業 2，926万円

用地取得事業（土地開発公社） 8，422万円

道路改良舗装事業 3億5，670万円

河川改良事業 1億7，681万円

農村基盤総合整備事業 1億6，181万円

団体営農道整備事業 8，559万円

農業関係補助事業 1億8，713万円

土地改良補助事業 1億2，642万円

県単・市単土地改良事業 4，233万円

造林事業 1，989万円

林道開設・舗装・改良事業 2億544万円
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轡言ニヅ

診療件数は歯の病気が13％

自
包
囲
号
9

　

幽
泡
昌
皆
々
白
図
坦

　

国
民
健
康
保
険
の
疾
病
統
計
に
よ
れ
ば
、
歯
の
病
気
が
、
総

受
診
件
数
の
一
三
％
を
占
め
、
一
位
で
す
。
歯
の
病
気
は
、
決

し
て
自
然
に
治
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
「
注
意
信
号
」
が
出
た

ら
、
す
ぐ
に
治
療
し
ま
し
ょ
う
。
予
防
に
は
、
食
後
の
歯
磨
き
が
一

番
で
す
。
こ
れ
を
習
慣
づ
け
ま
し
ょ
う
。

最
も
多
い
歯
の
病
気

　

国
民
健
康
保
険
で
は
、
い
ろ
い

ろ
な
病
気
を
九
十
九
種
類
に
分
類

し
て
、
毎
年
五
月
分
の
診
療
結
果

を
件
数
や
経
費
別
に
集
計
し
、
統

計
を
作
成
し
て
い
ま
す
。
昨
年
五

月
の
大
野
市
内
の
加
入
者
の
総
受

診
件
数
は
、
九
、
四
三
三
件
で
す
が

そ
の
う
ち
歯
●
支
持
組
織
の
疾
患

が
I
、
二
五
五
件
（
構
成
比
一
三
％
）

で
、
二
位
の
高
血
圧
性
疾
患
七
三

五
件
を
大
き
く
引
き
離
し
て
一
位

を
占
め
て
い
ま
す
。

　

歯
の
病
気
く
ら
い
と
あ
な
ど
ら

ず
、
予
防
に
心
が
け
る
と
と
も
に
、

病
気
に
気
付
い
た
ら
、
す
ぐ
治
療

を
受
け
ま
し
ょ
う
。
歯
の
病
気
は

自
然
に
治
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

口
の
中
は
細
菌
の

　
　

快
適
な
住
み
家

　

人
間
の
ロ
の
中
は
、
3
7
度
に
温

度
調
節
さ
れ
て
い
ま
す
。
だ
液
と

い
う
水
分
も
十
分
あ
り
、
細
菌
に

と
っ
て
は
快
適
な
住
み
家
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

細
菌
は
、
粘
つ
こ
い
物
質
も
出

し
て
、
歯
の
表
面
に
取
り
つ
き
ま

す
。
こ
れ
が
「
歯
垢
」
で
す
。
歯
垢
は
、

口
臭
の
基
に
な
り
、
歯
ぐ
き
に
炎

症
を
起
こ
し
ま
す
。
さ
ら
に
進
む

と
、
歯
と
歯
ぐ
き
の
間
に
す
き
間

（
歯
周
ポ
ケ
ッ
ト
）
が
で
き
て
、
だ

ん
だ
ん
深
く
な
り
ま
す
。
そ
し
て

出
血
し
た
り
歯
肉
が
は
れ
た
り
、

歯
が
ぐ
ら
ぐ
ら
に
な
り
、
つ
い
に

は
骨
ま
で
溶
か
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　
　

｀
し
そ
う
の
う
ろ
う
こ
れ
が
歯
槽
膿
漏
で
す
。

歯
の
病
気
の
注
意
信
号

　

歯
が
病
気
に
な
る
と
、
そ
れ
を

知
ら
せ
る
「
注
意
信
号
」
を
発
信
し

ま
す
。
次
の
よ
う
な
症
状
が
あ
る

場
合
、
歯
肉
に
炎
症
が
あ
る
証
拠

で
、
歯
が
注
意
信
号
を
送
っ
て
い

る
の
で
す
。
で
き
る
だ
け
早
く
治

療
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

①
歯
が
ぐ
ら
ぐ
ら
す
る
。

②
食
物
が
か
み
切
れ
な
い
。

③
か
ん
だ
時
、
力
が
入
ら
な
い
。

④
歯
と
歯
の
間
に
、
す
き
間
か

　
　

で
き
た
。

⑤
歯
を
磨
く
と
血
が
出
る
。

⑥
冷
た
い
も
の
や
熱
い
も
の
を

　

飲
む
と
歯
が
痛
い
。

⑦
ロ
が
臭
い
と
言
わ
れ
た
。

⑧
歯
ぎ
し
り
す
る
よ
う
に
な
っ

　

た
。

⑨
口
の
中
が
い
つ
も
粘
っ
こ
く
、

　

不
快
だ
。

予
防
は
食
後
の
歯
磨
き

　

歯
の
汚
れ
を
取
る
の
は
、
食
後

の
歯
磨
き
が
一
番
で
す
。
ぜ
ひ
習

慣
に
し
ま
し
ょ
う
。
歯
磨
き
は
、

虫
歯
を
予
防
す
る
だ
け
で
な
く
、

歯
肉
を
マ
ッ
サ
ー
ジ
し
て
、
丈
夫

に
す
る
と
い
う
役
目
も
果
た
し
て

い
ま
す
。

　

歯
磨
き
だ
け
で
取
れ
な
い
汚
れ

は
、
糸
よ
う
じ
ゃ
歯
間
用
ブ
ラ
シ

で
取
り
ま
す
が
、
自
己
流
で
ゃ
っ

て
も
、
歯
肉
を
傷
つ
け
た
り
し
ま

す
。
専
門
家
に
使
い
方
を
聞
い
て

か
ら
に
し
ま
し
ょ
う
。

皆さんの濾康づく

まま，ま

h）

まま

を

まま

後押，し

ま

します，

ま

保健センタ

まT、ままいま？，ままま065－ワS33



暮
ら
し
の

「
ア
吟
流
々
ス

2月は省ユ；，ネルギー月間

地球の温暖化を防ぐ

　

省エネルギー生活を

・家庭での冬の省エネ10項目・

　

私
た
ち
の
生
活
は
、
い
ろ
い
ろ
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
す
る

こ
と
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ほ
と
ん
ど

は
、
石
油
や
石
炭
を
基
に
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
は

い
ず
れ
な
く
な
る
日
が
来
る
で
し
ょ
う
し
、
最
近
は
、
地
球
温

暖
化
の
原
因
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
日
常
の

家
庭
生
活
で
で
き
る
、
省
エ
ネ
対
策
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

私
た
ち
の
暮
ら
し
は
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
消
費
を
前
提
に
成
り
立
っ

て
い
ま
す
。
朝
、
起
き
て
電
灯
を

つ
け
、
ホ
ー
ム
ポ
ン
プ
の
蛇
口
を

ひ
ね
れ
ば
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
、

ス
ト
ー
ブ
を
つ
け
れ
ば
石
油
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
、
ガ
ス
挺
の
ス
イ
ッ
チ

を
入
れ
れ
ば
ガ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

消
費
す
る
と
い
う
具
合
で
す
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
費
量
は
、
日

本
を
は
じ
め
全
世
界
で
、
年
々
増
大

し
て
お
り
、
そ
の
大
部
分
が
石
油
、

石
炭
、
天
然
ガ
ス
な
ど
の
い
わ
ゆ

る
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
す
。
化
石

子
不
ル
ギ
ー
は
、
埋
蔵
量
に
限
界

が
あ
り
ま
す
し
、
近
年
は
、
消
費

に
伴
う
炭
酸
ガ
ス
の
増
大
が
、
地

球
の
温
暖
化
を
招
い
て
い
る
と
指

摘
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

地
球
の
温
暖
化
を
防
止
す
る
た

め
に
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
う
す
べ

て
の
分
野
で
、
徹
底
し
た
省
子
不

ル
ギ
ー
対
策
を
進
め
る
と
と
も
に
、

太
陽
、
風
力
、
波
力
な
ど
の
ク
リ

ー
ン
子
不
ル
ギ
ー
の
開
発
が
必
要

で
す
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
が
、
化

石
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
長
持
ち
さ
せ
る

こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

冬
の
省
エ
ネ
1
0
項
目

　

今
年
の
冬
は
、
各
家
庭
で
も
、

次
の
よ
う
な
工
夫
を
し
て
、
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

○
室
温
は
2
0
度
以
下
に
温
度
を

こ
ま
め
に
調
整
し
ま
し
ょ
う
。

＠
部
屋
の
保
温
効
果
を
上
げ
る

　

力
－
テ
ン
を
厚
め
に
し
た
り
、

カ
ー
ペ
ッ
ト
を
敷
く
な
ど
、
室
温

を
逃
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

＠
暖
房
器
具
は
窓
側
に
ス
ト
ー

ブ
な
ど
は
、
冷
気
の
入
っ
て
く
る

窓
側
に
置
く
と
対
流
が
よ
く
行
わ

れ
、
暖
房
効
果
が
上
が
り
ま
す
。

○
暖
房
機
器
の
適
切
な
選
択
を

　

部
屋
の
大
き
さ
や
用
途
、
人
数

な
ど
に
合
っ
た
も
の
を
使
い
ま
し

＠
暖
房
器
具
は
ま
め
に
手
入
れ
を

　

石
油
ス
ト
ー
ブ
の
芯
や
エ
ア
コ

ン
の
フ
ィ
ル
タ
ー
は
管
理
が
大
切

で
す
。
フ
ィ
ル
タ
ー
は
二
週
間
に

一
度
掃
除
し
ま
し
ょ
う
。

＠
電
気
暖
房
器
具
は
効
率
よ
く

　

電
気
ご
た
つ
に
は
、
下
敷
き
や

下
掛
け
を
、
電
気
カ
ー
ペ
ッ
ト
に

は
ア
ン
ダ
ー
カ
ー
ペ
ッ
ト
を
敷
く

な
ど
保
温
効
果
を
高
め
る
工
夫
を

し
ま
し
ょ
う
。

＠
お
風
呂
は
間
を
お
か
ず
に
浴

槽
に
は
ふ
た
を
し
、
家
族
が
間
隔

を
お
か
ず
に
大
浴
し
ま
し
ょ
う
。

＠
湯
沸
し
器
は
短
時
間
で
種
火

の
つ
け
っ
放
し
、
お
湯
の
流
し
っ

放
し
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

＠
太
陽
の
恵
み
を
十
分
に
日
差

し
が
よ
く
部
屋
に
入
る
よ
う
工
夫

し
た
り
、
太
陽
熱
温
水
器
な
ど
も

利
用
し
ま
し
ょ
う
。

＠
建
物
に
は
断
熱
材
を
断
熱
材

を
使
用
し
た
建
物
は
、
そ
う
で
な

い
建
物
に
比
べ
、
暖
房
エ
ネ
ル
ギ

ー
が
半
分
程
度
で
す
み
ま
す
。

消費生活

。

に関ま］にl極

ま

談は清朗柵§妙夕
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■
こ
の
「
ペ
ー
ジ
」
で
は

市
民
の
皆
さ
ん
の
活
動
ぶ

り
や
ご
意
見
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。
あ
な
た
も
ペ
ー

ジ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

連
絡
先
市
役
所
総
務
課

広
報
広
聴
係
（
天
神
町
一

－
－
豊
6
6
・
1
1
・
1
1
－
）

今月のスナップ

眼鏡より゛福もち。が大事？

ぐるーぷ登場 上庄長生会

し
M
縄
作
り
は
ま
か
せ
て

　

土
庄
長
生
会
は
、
土
庄
地
区
内

の
九
つ
の
老
人
ク
ラ
ブ
の
連
合
体

で
、
会
員
は
六
十
五
歳
以
土
の
お

年
寄
り
六
百
四
十
人
で
す
。

　

活
動
の
中
で
、
哀
地
整
備
巡
視

会
と
し
め
縄
拝
見
会
は
、
他
の
地

域
で
は
見
ら
れ
な
い
ユ
ニ
ー
ク
な

事
業
で
す
。

　

土
庄
地
区
に
は
、
各
集
落
ご
と

に
共
同
墓
地
が
あ
り
ま
す
が
、
そ

の
管
理
を
会
員
が
引
き
受
け
、
い

つ
も
き
れ
い
に
し
て
お
こ
う
と
い
う

活
動
が
、
地
道
に
続
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
会
員
が
交
代
で
、
自
分
の

集
落
の
墓
地
の
除
草
を
し
た
り
、

花
を
供
え
た
り
し
て
い
ま
す
。
そ

し
て
毎
年
八
月
の
盆
前
に
、
長
生

会
の
役
員
が
各
集
落
の
鎬
地
の
管

理
状
況
を
見
回
り
ま
す
。
こ
れ
が

悩
地
整
備
巡
視
会
で
す
。
マ
イ
ク

ロ
バ
ス
で
一
巡
し
た
後
、
公
民
館

で
感
想
を
述
べ
合
い
、
特
に
こ
の

活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
た
人
な

ど
に
感
謝
状
を
贈
り
ま
す
。

　

し
め
縄
拝
見
会
は
、
毎
年
十
二

月
下
旬
に
行
わ
れ
ま
す
。
各
集
落

で
は
、
八
月
に
青
刈
り
し

た
わ
ら
で
、
各
家
庭
へ
届

け
る
し
め
縄
を
作
り
ま
す
。

そ
し
て
各
集
落
の
集
会
所

な
ど
に
ず
ら
り
と
並
べ
、

拝
見
会
の
日
を
待
ち
ま
す
。

つ
ま
り
、
各
集
落
対
抗
の

し
め
縄
コ
ン
ク
ー
ル
と
い

う
わ
け
で
す
。
十
二
年
前

か
ら
続
い
て
い
る
そ
う
で
、

昨
年
は
十
四
集
落
が
参
加

し
ま
し
た
。
昨
年
の
拝
見

会
の
結
果
、
色
の
よ
い
わ

ら
を
確
保
す
る
の
が
大
変

困
難
と
の
意
見
が
あ
り
、

今
後
は
、
青
刈
り
し
た
わ

ら
を
農
協
の
施
設
を
借
り

て
共
同
乾
燥
し
よ
う
と
の

声
も
出
て
い
ま
す
。

　

会
長
の
石
黒
又
栄
さ
ん
（
稲
郷
・

7
4
歳
）
は
「
二
つ
の
事
業
と
も
、
大

変
区
民
の
皆
さ
ん
か
ら
喜
ば
れ
て
い

ま
す
。
土
庄
長
生
会
の
伝
統
行
事

と
し
て
、
続
け
て
い
き
た
い
」
と

話
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

●i

　　　　

ヤングコーナー

　　　

●゛

私
の
だ
0
2
の

　
　

ぶ
る
さ
と
大
野シェリー・マクドナルド

（大野高校2年・19歳）

　

私
は
、
1
0
ヶ
げ
つ
か
ん
大
野
に

い
ま
し
た
。
大
野
は
日
本
ぶ
ん
か

が
い
っ
ぱ
い
あ
り
、
人
々
は
ゆ
う

こ
う
て
き
で
、
あ
ん
ぜ
ん
な
ま
ち
。

そ
し
て
し
ぜ
ん
に
め
ぐ
ま
れ
た
と

こ
ろ
だ
と
わ
か
り
ま
し
た
。
大
野

の
人
々
は
、
と
て
も
れ
い
ぎ
た
だ

し
く
て
、
じ
ぶ
ん
の
国
に
い
る
よ

う
な
き
が
し
ま
し
た
。

　

私
に
と
っ
て
は
大
野
そ
の
も
の

が
、
私
が
な
に
か
あ
っ
た
と
き
、

た
す
け
て
く
れ
る
大
か
ぞ
く
の
よ

う
な
も
の
で
す
。
た
と
え
ば
、
大

野
高
校
そ
う
り
つ
8
0
し
ゅ
ヽ
つ
年
に

し
て
、
は
じ
め
て
や
き
ゅ
う
で
こ

う
し
え
ん
に
行
っ
た
と
き
、
た
っ

た
1
回
の
し
あ
い
で
、
ど
ん
な
に

か
大
ぜ
い
の
人
々
が
は
る
ば
る
お

う
え
ん
に
行
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

こ
れ
は
大
野
の
人
た
ち
が
ほ
ん
と

う
に
一
つ
に
な
っ
た
と
、
私
を
か

ん
ど
う
さ
せ
ま
し
た
。

　

大
野
は
、
し
き
に
め
ぐ
ま
れ
て

ラ
ッ
キ
ー
な
と
こ
ろ
で
す
。
あ
つ

す
ぎ
た
り
、
さ
む
す
ぎ
た
り
。
で

も
、
し
き
お
り
お
り
の
す
ば
ら
し

い
け
し
き
に
か
ん
ど
う
し
ま
す
。

大
野
は
、
山
に
か
こ
ま
れ
、
そ
の

中
に
た
ん
ぼ
が
あ
り
、
日
本
の
中

し
ん
の
よ
う
に
見
え
る
、
う
つ
く

し
い
え
の
よ
う
で
す
。
大
野
は
、

字
の
よ
う
に
大
き
い
野
は
ら
に
く

ら
し
て
い
ま
す
が
、
大
野
に
つ
い

て
い
ち
ば
ん
だ
い
じ
な
の
は
、
私

に
と
っ
て
は
ほ
ん
の
一
年
で
し
た

が
、
こ
こ
で
う
ま
れ
、
こ
の
ま
ち

を
あ
い
し
、
こ
こ
が
私
の
家
の
よ

う
な
き
が
す
る
の
で
す
。

　

私
は
、
だ
い
2
の
ふ
る
さ
と
を

け
っ
し
て
わ
す
れ
ま
せ
ん
。
そ
し

て
、
こ
こ
で
す
ご
し
た
た
く
さ
ん

の
思
い
で
と
と
も
に
、
ニ
ュ
ー
ジ

ラ
ン
ド
に
か
え
り
ま
す
。

　

私
の
大
好
き
な
ま
ち
大
野
。

　

シ
ェ
リ
ー
さ
ん
は
、
昨
年
四
月
。

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
大
野
高

校
へ
留
学
、
今
年
三
月
帰
国
し
ま

す
。
原
文
の
ま
ま
掲
載
し
ま
し
た
。



私屯，勺・X‘こ；＜

D
ｔ
り
の
池
か
I
り
市
民
の
皆
様
へ

　

私
は
十
年
前
に
、
大
野
市
か
ら

福
井
市
へ
移
り
住
み
ま
し
た
。
大

野
に
い
た
こ
ろ
は
、
「
大
野
は
い
い

所
」
と
信
じ
込
ん
で
、
今
か
ら
思

え
ば
、
大
野
に
つ
い
て
全
く
盲
目

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、

離
れ
て
み
る
と
、
大
野
が
見
え
て

見
え
て
、
そ
し
て
悲
し
く
、
困
っ

て
し
ま
う
の
で
す
。

大
野
は
眠
っ
て
い
る

　

昔
か
ら
「
井
の
中
の
蛙
、
大
海

を
知
ら
ず
」
と
い
う
名
言
が
あ
り

ま
す
が
、
大
野
に
い
た
こ
ろ
は
、

大
海
ど
こ
ろ
か
隣
の
池
さ
え
見
え

な
か
っ
た
の
で
す
。
幸
か
不
幸
か

仕
事
の
関
係
で
、
福
井
市
と
い
う

隣
の
池
に
移
り
住
ん
だ
ら
、
い
ろ

ん
な
と
こ
ろ
か
ら
、
も
ち
ろ
ん
大

野
か
ら
も
、
た
く
さ
ん
の
情
報
が

飛
び
込
ん
で
く
る
の
で
す
。

　

そ
し
て
得
た
結
論
が
「
大
野
市

は
眠
っ
て
い
る
な
あ
。
幕
末
の
大

野
藩
の
開
拓
精
神
は
、
一
体
ど
こ

へ
行
っ
た
ん
だ
ろ
う
か
」
と
い
う

こ
と
で
す
。
昨
年
暮
、
朝
日
新
聞

県
版
の
「
風
」
欄
に
、
「
外
に
学
ぶ
意

識
ほ
し
い
・
奥
越
の
取
材
一
年
八

ヵ
月
」
と
い
う
記
者
の
訴
え
が
截

っ
て
い
ま
し
た
。
ぜ
ひ
皆
さ
ん
に

読
ん
で
ほ
し
い
記
事
で
す
。

病
院
問
題
は
反
省
を

　

次
に
病
院
誘
致
問
題
に
つ
い
て

ひ
と
こ
と
。

　

新
聞
報
道
に
よ
り
ま
す
と
、
済

生
会
病
院
が
来
な
く
な
っ
た
の
は

済
生
会
側
の
一
方
的
な
事
情
と
の

こ
と
で
す
が
、
果
し
て
そ
れ
だ
け

で
し
ょ
う
か
。
た
っ
た
人
口
四
万

二
千
の
ま
ち
へ
、
何
を
好
ん
で
総

合
病
院
が
進
出
す
る
だ
ろ
う
か
I

こ
の
認
識
が
、
全
て
の
大
野
市
民

に
あ
っ
た
ら
、
あ
の
市
を
二
分
す

る
誘
致
合
戦
は
な
か
っ
た
は
ず
で

す
。
大
野
市
に
総
合
病
院
が
欲
し

い
の
は
、
よ
く
分
か
り
ま
す
。
で

は
「
市
民
挙
げ
て
済
生
会
病
院
を

誘
致
し
よ
う
と
頑
張
っ
た
か
」
。
答

は
「
ノ
ー
」
で
す
。

　

天
下
は
大
野
市
民
の
た
め
に
回

っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
市
民
が

英
知
を
し
ぼ
っ
て
回
さ
ね
ば
な
り

ま
せ
ん
。
大
野
市
民
は
、
あ
ま
り

に
も
王
様
で
あ
り
過
ぎ
た
の
で
す

　

で
も
、
失
敗
は
し
ば
し
ば
あ
る

の
が
世
の
常
。
そ
う
く
よ
く
よ
す

る
こ
と
は
な
い
。
体
い
っ
ぱ
い
反

省
し
て
、
再
出
発
し
ま
し
ょ
う
。

世
の
中
は
、
広
い
の
で
す
。

（
酒
井
輿
郎
・
福
井
市
文
京
I
）

投
稿
規
定

　

市
政
に
つ
い
て
の
質
問
や
意

見
な
ど
を
、
は
が
き
で
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。
「
住
所
・
氏
名
・
年
齢

電
話
番
号
」
を
必
ず
お
書
き
く

だ
さ
い
。
紙
上
匿
名
は
自
由
で

す
が
、
住
所
。
氏
名
の
な
い
も

の
は
採
用
で
き
ま
せ
ん
。

　

原
文
を
一
部
要
約
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

あ
て
先
は
、
「
唇
9
1
2
大
野
市

天
神
町
一
－
一
大
野
市
役
所

総
務
課
広
報
広
聴
係
」
で
す
。

W鴫歌

国
際
駅
伝
、
日
本
優
勝
の
立
役
者

本
田
竹
春
ぷ
（
2
3
歳
・
塚
原
出
身
）

　

昨
年
十
二
月
十
六
日
、
千
葉

県
で
、
国
際
千
葉
駅
伝
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
日
本
チ
ー
ム
の
ア

ン
カ
ー
を
務
め
た
本
田
竹
春
選

手
は
、
ゴ
ー
ル
直
前
に
メ
キ
シ

コ
の
選
手
を
振
り
切
っ
て
一
位

で
ゴ
ー
ル
イ
ン
、
日
本
初
優
勝

の
立
役
者
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
田
さ
ん
は
、
尚
徳
中
時
代

に
は
野
球
部
員
で
し
た
が
、
長

距
離
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
の
素
質

を
認
め
ら
れ
、
北
陸
高
へ
進
学
、

昭
和
六
十
一
年
に
東
京
の
日
本

電
気
ホ
ー
ム
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク

ス
会
社
へ
入
社
し
ま
し
た
。
会

社
で
は
も
ち
ろ
ん
陸
上
部
に
入

り
、
毎
日
三
～
四
時
間
の
練
習

に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

国
際
千
葉
駅
伝
は
、
4
2
・
1

9
5
≒
の
コ
ー
ス
を
五
区
間
（

男
子
）
に
分
け
、
十
八
力
国
の

チ
ー
ム
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま

し
た
。
本
田
選
手
は
、
日
本
選

抜
の
一
人
に
選
ば
れ
、
最
終
五

区
。
二
位
で
た
す
き
を
受
け
取

っ
た
後
、
メ
キ
シ
コ
の
セ
ロ
ン

選
手
と
激
し
い
デ
ッ
ド
ヒ
ー
ト
。

ゴ
i
ル
の
直
前
1
0
0
□
で
猛

烈
な
ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト
を
か
け
、

劇
的
な
優
勝
を
決
め
ま
し
た
。

　

「
私
か
小
学
佼
三
年
生
の
と
き

父
は
私
と
弟
を
連
れ
て
福
井
駅

ま
で
歩
き
ま
し
た
。
母
は
駅
で

待
っ
て
い
て
、
お
も
ち
ゃ
を
買

っ
て
く
れ
ま
し
た
」
。
こ
ん
な
思

い
出
が
あ
れ
ば
こ
そ
、
今
日
の

彼
が
あ
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

▲
写
真
は
福
井
新
聞
社
提
供

お
知
ら
せ
．

●
故
・
内
山
進
先
生
に
関
す
る

　

資
料
を
探
し
て
い
ま
す

　

内
山
進
先
生
顕
彰
会
（
小
林
育

夫
会
長
）
で
は
、
昭
和
8
年
か
ら

1
2
年
6
月
（
急
死
）
ま
で
、
旧
制
大

野
中
学
校
長
を
務
め
ら
れ
た
「
内

山
進
先
生
」
を
顕
彰
し
よ
う
と
、

そ
の
資
料
を
探
し
て
い
ま
す
。
資

料
が
集
ま
り
次
第
、
本
に
し
て
刊

行
す
る
計
画
で
す
。
先
生
に
関
す

る
情
報
を
お
持
ち
の
方
は
、
ど
ん

な
こ
と
で
も
結
構
で
す
の
で
、
事

務
局
（
河
原
哲
郎
氏
酋
6
5
－
3
1

8
0
）
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

●
六
呂
師
高
原
雪
ま
つ
り

　

六
呂
師
高
原
振
興
会
で
は
、
恒

例
の
雪
ま
つ
り
を
開
き
ま
す
。

日
時
2
月
9
日
①
～
H
日
⑩

会
場
六
呂
師
ス
キ
ー
場

行
事
▼
9
日
①
午
後
4
時
3
0
分

　

～
セ
レ
モ
ニ
ー
・
模
範
滑
降
、

　

6
時
～
タ
イ
マ
ツ
滑
降
・
営
火

　

祭
・
花
火
大
会
、
7
時
～
リ
フ

　

ト
無
料
開
放
（
ナ
イ
タ
ー
）
▼
1
0

　

日
⑨
午
前
9
時
～
チ
ビ
ッ
子
ジ

　

ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム
大
会
、

　

9
時
3
0
分
～
お
も
し
ろ
そ
り
大
会
、

　

H
時
～
雪
上
も
ち
つ
き
、
午
後

　

1
時
～
リ
フ
ト
券
お
楽
し
み
抽

　

選
会
▼
H
一
日
⑩
午
前
9
時
～
ジ

　

ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ー
ロ
ー
ム
大
会



篠
座
神
社
で
新
年
恒
例
の
も
ち
ま
き

　

新
年
早
々
、
篠
座
神
社
で
、
初
も
う
で
客
に
福
も
ち
が
ま
か
れ
、
今
年
最
初

の
「
福
」
を
手
に
入
れ
よ
う
と
大
勢
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
こ
の
も
ち
ま

き
は
、
毎
年
同
神
社
氏
子
の
年
男
の
初
仕
事
で
、
今
回
十
四
回
目
と
な
り
ま
す
。

午
前
O
時
3
0
分
、
約
七
千
個
の
福
も
ち
が
威
勢
よ
く
ま
か
れ
る
と
大
歓
声
に
包

ま
れ
、
運
よ
く
も
ち
を
手
に
し
た
人
は
福
笑
い
顔
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

榎で゛成り木責め″
柿の木に小豆がゆ

　

小
正
月
の
1
月
1
5
日
、
榎
の
安
川

四
之
作
さ
ん
宅
で
、
。
成
り
木
責
め
”

（
柿
の
豊
作
を
祈
る
ま
じ
な
い
）
が
、

行
わ
れ
ま
し
た
。
四
之
作
さ
ん
が
、
裏

の
柿
の
木
に
な
た
目
を
つ
け
、
「
な
る

か
な
ら
ぬ
か
言
え
」
と
脅
す
と
、
夕
子

さ
ん
（
8
歳
）
ら
3
人
の
お
孫
さ
ん
が
、

口
を
そ
ろ
え
て
「
な
り
ま
す
。
な
り
ま

す
。
枝
が
折
れ
る
ほ
ど
な
り
ま
す
」
と

こ
た
え
ま
し
た
。
こ
の
後
、
傷
口
に
小

豆
が
ゆ
を
食
べ
さ
せ
て
終
り
ま
し
た
。

「こて／め一一ん／」

海洋センタ一で寒げいこ

　

お
と
そ
気
分
も
覚
め
ぬ
1
月
3
日
、

B
＆
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
で
剣
道
の
寒

げ
い
こ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
市
剣
道

連
盟
と
海
洋
セ
ン
タ
ー
の
教
室
生
か

毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
こ
の
日

は
小
学
生
か
ら
一
般
ま
で
1
6
人
が
参

加
。
久
し
ぶ
り
の
雪
で
冷
え
き
っ
た

体
育
館
に
、
気
八
［
い
の
入
っ
た
甲
高

い
声
と
竹
刀
の
音
が
響
き
わ
た
り
ま

し
た
。
約
2
時
間
の
寒
げ
い
こ
で
額

か
ら
は
湯
気
が
あ
か
っ
て
い
ま
し
た
。

有終会館で初釜

　

金銀の茶わんで祝う

，友月6日aつ衣野有終会館の茶室゛瑞

亀庵。で｀、初釜の茶会が開かれました。

床の間には、家元から贈られだ寿、、

と書いた銀の扇や、丸三方に乗せたエ

ビなどが飾られ、正月らしい雰囲気が

漂っていました。

　

招かれた人たちは、若水を使ってた

てられた濃い茶を、金銀の大きな茶わ

んで回し飲みして、新春を祝っていま

した。

乾側公民館で

　

新春子供カルタ大会

　

1月5日、乾側をよくする会主催の

子供カルタ大会が公民館で行われ、

小学生や幼稚園児20人が参加。5年生

以上は百人一首、4年生以下はいろは

カルタに挑戦しました。熱戦の後、よ

くする会婦人部の皆さんが用意してく

れたぜんざいとちらし寿司を食べなが

ら「来年は、絶対優勝するぞ。／」と意

気込んでいました。

「工〃I．・IIlj7・・・・・．II‥ゝ天工工い・・・・・・Wt・工工・｀・・゛・・～η7g工y？｀゛工～7．ミW・・工●・工’工・・・・．工工・や；；賦厖XT柘ひ色T司
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『これかかんじき』
おもしろいけど難しいね

　

OASISI窃会主催の冬の「カント

リース、クール」が1月5日から3日間、

旧六呂師小などで開かれました。巾外

から訪れた小学生16人は、スキーや自

然観察の他にかんじき歩行も体験、同

｜窃会貝にかんじきをはかせてもらい、

深雪の上で悪戦苫闘。この後かんじき

をはいたまま近くの県自然保護センタ

ーまで歩きました。

yl・了尚へ’゛j書゛T／会藻尚・ニj卜日ご，でj9ご言ゾ暫！1

に簒一一ぶヽ“一一一二－えよ－4こL‘ム＿uムj、L，l二轟ニ泌と

みんな待つててよ

　

先生もスキーできるからね

　

本格的なスキーシーズンを迎え、j’－

どもたちを指導する巾内の小学校教諭

や公民館職員などがスキーの指導方法

を学びました。1月10、11日の両日、

勝原スキー場で15人が、初級、中級に

分かれて受講。「r野どもたちに正しい

スキー技術を指導しなくては」と講師

の説明に良剣に耳を傾け、指導のポイ

ントを実技で点検しました。

本
格
的
な
コ
ン
に
ユ
ー
タ
ー
授
業
開
始

　

開
成
中
学
校
に
市
内
初
の
教
育
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
導
入
さ
れ
、
1
月
9

日
に
公
開
授
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
教
師
用
1
台
と
生
徒
用
2
1
台
を
使
っ
て
、

二
年
生
理
科
の
電
流
回
路
の
復
習
が
行
わ
れ
、
生
徒
た
ち
は
、
パ
ソ
コ
ン
か
ら

出
さ
れ
る
質
問
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
各
生
徒
の
理
解
度
が
画
面
で
把
捉

で
き
る
と
あ
っ
て
訪
れ
た
教
師
も
熱
心
に
参
観
し
て
い
ま
し
た
。

有終西小の27人に

帽子や靴下のプレゼント

　

有
終
西
小
1
年
3
組
の
北
日
結
1
’

L
ち
ゃ
ん
ら
4
人
が
。
昨
年
1
0
月
、

生
活
科
の
時
間
に
「
亀
山
探
検
」
を

し
た
際
に
出
会
っ
た
の
が
縁
で
、
茨

城
県
高
萩
市
に
住
む
芳
賀
米
次
さ
ん

夫
婦
と
3
組
の
生
徒
2
7
人
の
温
か
い

交
流
が
続
い
て
い
ま
す
。
1
月
H
日

に
は
、
全
‥
貝
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
女
f

に
は
于
編
み
の
帽
子
、
男
f
に
は
靴

下
が
届
い
て
大
喜
び
。
お
礼
は
何
に

し
よ
う
か
と
心
を
弾
ま
せ
て
い
ま
す
。

保育園児か

　

一日体験入学

　

今
年
4
月
に
小
学
校
へ
入
学
す
る

保
育
園
児
の
一
日
体
験
入
学
が
、
1

月
1
9
日
、
有
終
束
小
学
校
を
皮
切
り

に
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
日
、
束
小

を
訪
れ
た
の
は
、
い
と
よ
保
育
園
な

ど
市
内
の
8
保
育
園
か
ら
参
加
し
た

5
8
人
の
園
児
で
す
。
一
年
生
の
教
室

で
は
、
楽
し
そ
う
に
先
生
の
話
を
聞

く
先
輩
た
ち
と
は
裏
腹
に
、
園
児
た

ち
は
神
妙
な
顔
つ
き
で
参
観
し
て
い

ま
し
た
。



お
知
ら
せ

2月

…
老
人
家
庭
看
護
法
講
習

　

大
野
赤
十
字
奉
仕
団
で
は
、
寝

た
き
り
老
人
な
ど
に
対
す
る
家
庭

で
の
行
護
法
の
講
習
会
を
開
き
ま

す
。
申
し
込
み
は
お
早
く
。

期
間
2
月
1
9
日
⑥
～
2
1
日
2

　

（
3
日
間
）
の
午
前
9
時
～
午
後

　

4
時
（
1
9
日
の
み
1
0
時
か
ら
）

会
場
市
役
所
・
3
階
大
会
議
室

定
員
完
着
2
0
入

講
師
日
赤
県
支
部
の
指
導
‥
貝

　

（
講
義
・
実
技
と
も
）

費
用
教
材
費
―
、
0
0
0
円

申
込
方
法
2
月
8
日
2
ま
で
に

　

市
福
祉
占
P
務
所
保
護
係
（
市
役

　

所
内
容
6
6
・
1
1
1
1
内
線
4

　

7
1
）
日
赤
担
当
者
へ

・
法
人
事
業
所
は
す
べ
て

　

社
会
保
険
に
加
入
を

　

法
人
の
会
社
や
工
場
で
働
く
人

（
常
勤
役
‥
貝
を
含
む
）
は
、
す
べ
て
、

健
康
保
険
や
厚
生
年
金
に
加
人
す

る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
末
加
人
の
浙
業
所
は
、
早
く

加
人
f
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

社
会
保
険
収
務
所
で
は
、
海
月

第
二
水
曜
日
の
乍
後
1
時
か
ら
、

加
人
訃
続
き
な
ど
の
事
務
説
明
会

を
開
い
て
い
ま
す
。
お
問
い
八
［
わ

せ
は
、
福
坏
社
会
保
険
嘔
務
所
社

会
保
険
適
用
課
（
番
9
1
0
福
井
市
1

寄
2
’
‘
1
1
3
4
容
0
7
7
6
…
2
3
・

1
0
0
n
乙
）
へ
。

・
贈
与
税
の
申
告
は

　
　

3
月
1
5
日
ま
で
に

　

弔
成
2
年
分
の
贈
与
税
の
申
上
‥

は
、
2
月
1
日
③
か
ら
3
月
1
5
日

③
ま
で
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

贈
与
税
は
、
個
人
か
ら
も
ら
っ

た
現
金
、
頗
貯
金
、
有
価
証
券
、

土
地
、
家
屋
な
ど
の
財
産
に
か
か

り
ま
す
。
基
礎
控
除
が
6
0
万
円
あ

り
ま
す
の
で
、
1
年
間
に
も
ら
っ

た
財
産
が
6
0
万
円
以
ド
の
と
き
は

か
か
り
ま
せ
ん
。
尺
婦
間
で
、
居

住
用
不
動
産
な
ど
の
贈
与
が
あ
っ

た
場
八
‥
、
一
定
の
用
件
に
該
当
す

れ
ば
、
最
高
2
、
0
0
0
万
円
の
配

偶
者
控
除
が
あ
り
ま
す
。

　

納
開
限
も
、
申
心
‥
期
限
と
同
じ

3
‐
り
1
5
日
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
大
野
税
務
粁
（
城

町
7
－
2
8
豊
6
6
・
2
1
8
0
）
へ

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

・
図
書
館
が
整
理
休
館

　

図
書
館
が
、
蔵
舎
の
整
理
の
た

め
、
2
月
H
日
図
～
1
8
日
⑥
ま
で

8
日
間
、
休
館
し
ま
す
。

　

冬
期
間
（
2
月
末
ま
で
）
は
、
3

週
間
以
内
で
、
―
人
何
冊
で
も
貸

し
出
し
ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

・
財
形
進
学
融
資

　

雇
用
促
進
浙
業
団
で
は
、
勤
労

者
本
人
ま
た
は
そ
の
親
族
が
進
学

さ
れ
る
際
に
必
要
な
資
金
を
、
融

資
し
て
い
ま
す
。
公
的
融
資
制
度

で
年
間
を
通
じ
て
受
付
け
ま
す
。

融
資
対
象
者
財
形
貯
蓄
を
し
て

　

い
る
勤
労
折
ま
た
は
そ
の
勤
労

　

者
の
収
業
主

融
資
対
象
経
費
入
学
金
、
授
業

　

料
、
学
校
へ
の
寄
付
金
、
ド
宿

　

の
敷
金
な
ど

対
象
進
学
校
高
校
、
高
厚
、
大

　

学
・
短
大
・
各
種
学
校
な
ど

融
資
額
財
形
貯
蓄
残
高
の
5
倍

　

以
内
で
3
0
0
万
円
ま
で

返
済
期
間
5
年
以
内

利
率
8
・
5
8
％

申
込
先
巾
内
金
融
機
関

・
N
H
K
学
園
の

　
　

通
信
教
育
生
募
集

　

N
H
K
学
閲
で
は
、
平
成
3
年

度
の
高
等
学
校
の
生
徒
を
捺
染
し

て
い
ま
す
。

通
信
制
高
校
普
通
科
コ
ー
ス
3

　

年
間
の
学
習
で
高
卒
資
格
取
得

　

申
し
込
み
は
、
4
月
1
5
日
ま
で

通
信
制
高
校
選
科
生
コ
ー
ス
希

　

望
科
目
を
学
習
し
て
単
位
取
得

　

申
し
込
み
は
、
4
月
1
5
日
ま
で

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
社
会

福
祉
コ
ー
ス
高
斜
後
2
年
間
の

　

学
習
で
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

　

資
格
取
得
。
申
し
込
み
は
4
月

　

5
日
ま
で

　

案
内
書
請
求
は
、
は
が
き
に
2
希

望
コ
ー
ス
②
郵
便
番
号
③
住
所
4

氏
名
⑤
電
話
番
号
を
記
人
し
て
、

暑

1
8
6
－
肌
国
立
市
富
卜
占
尾
台
2
－

3
6
N
H
K
学
園
8
E
1
1
係
（
容
0

4
C
＾
L
O
・
7
2
・
0
0
r
－
l
L
O
＾
）
へ
o

…
ち
び
つ
こ
探
検
学
校

　

ヨ
ロ
ン
島

　

サ
ン
ゴ
の
島
。
ヨ
ロ
ン
島
″
で
、

全
国
の
小
学
生
が
在
日
ア
メ
リ
カ

人
と
の
交
流
で
国
際
感
覚
を
身
に

つ
け
る
、
小
学
生
の
た
め
の
国
際

交
流
占
尹
業
で
す
。

期
間
3
月
2
6
日
⑤
～
4
月
2
日

　

⑤
・
7
泊
8
日

場
所
鹿
児
島
県
大
島
郡
与
論
町

対
象
原
則
と
し
て
3
年
生
以
L

　

の
小
学
生
3
6
0
人

費
用
8
5
．
0
0
0
円
（
大
阪
発

　

の
場
べ
‥
）

締
切
3
月
8
日
2

主
催
（
財
）
国
際
h
‐
少
年
研
修
協

　

会
（
唇
1
6
0
束
京
郡
新
宿
区
四
谷

　

2
1
H
人
村
ビ
ル
3
階
豊
0
3
・

　

3
3
5
9
・
8
4
2
1
J

交通

　

安全

４
望

雪
道
は
。
余
裕
恥
持
つ
て

　

冬
場
の
道
路
状
況
は
、
夏
場
と

は
ま
っ
た
く
違
っ
た
特
殊
性
を
持
っ

て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
積
雪
で
歩
道

が
通
れ
な
い
こ
と
が
多
く
、
車
道

を
通
る
歩
行
者
が
増
え
ま
す
。
除

雪
は
さ
れ
て
い
て
も
、
道
幅
は
狭

く
な
り
、
除
雪
さ
れ
た
雪
が
高
く

積
ま
れ
る
よ
う
に
な
る
と
死
角
も

増
え
ま
す
。
そ
の
ほ
か
視
界
が
悪

く
な
っ
た
り
、
滑
り
や
す
く
な
る

な
ど
悪
条
件
が
重
な
り
ま
す
。

　

安
全
運
転
の
た
め
に
は
、
ス
ピ

ー
ド
を
落
と
し
て
、
危
険
を
早
め

に
発
見
し
て
行
動
で
き
る
。
余
裕
”

を
持
つ
こ
と
が
絶
対
必
要
で
す
。

　

発
進
時
の
ア
ク
セ
ル
や
停
止
時

の
ブ
レ
ー
キ
操
作
も
、
十
分
心
得

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

発
進
時
ア
ク
セ
ル
の
踏
み
加
減

が
ポ
イ
ン
ト
。
空
転
ス
リ
ッ
プ
の

時
は
、
バ
ッ
ク
し
て
別
の
位
置
か

ら
発
進
し
ま
す
。
エ
ン
ジ
ン
の
回

転
数
は
千
回
転
程
度
に
抑
え
ま
す
。

停
止
時
ブ
レ
ー
キ
は
強
く
踏
む

と
、
尻
振
り
や
ス
ピ
ン
に
つ
な
が

り
ま
す
。
踏
み
代
も
全
体
の
半
分

程
度
に
と
ど
め
、
タ
イ
ヤ
を
最
後

ま
で
転
が
し
て
止
め
る
「
ソ
フ
ト

ブ
レ
ー
キ
」
を
心
が
け
ま
す
。
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2月15日～17日九頭竜スキー場

　

県・和泉村●大野市・勝山市な

どが主催する「ふくいスノーフェ

スティバル’91」が、次のとおり開

かれます。お楽しみください。

日時2月15日⑨～17日⑨

会場和泉村九頭竜スキー場

行事・・15日図前夜祭・後6時～

　

8時30分＝たいまつ滑降・サン

　

ソンでしゃんそん・雪中花火な

　

ど・・・16日①前10時～後8時30分

　

＝宝さがし・スキー教室・フリ

　

ースタイルスキーショー・NH

　

Kスペシャル「FMリクエスト

　

アワー」・清水国明のヤングワ

　

ールド・雪中花火・どんど焼き

などト17日⑧前10時～後4時＝

福井県雪合戦大会●宝さがし・

奥越の太鼓・スキー教室・はしゃ

ぎっこくらぶ・フリースタイル

スキーショー・FBCスペシャ

ルラジオ番組公開録音など・・常

設コーナー＝奥越冬の昧ランド｀．

奥越冬市・冬あそびランド・F｀

M福＃lzUMIミニFM局など

j

交通駐車場はありますが混雑が

　

予想されます。越美北線をご利

　

用ください。越前大野発時刻＝

　

6：53、9：41、10：29、14：03、15：52、

　

17：49、19：04、20：15、（九頭竜湖

駅下車徒歩12分）

●
社
会
同
和
教
育

　

指
導
者
研
修
会

　

同
和
問
題
を
正
し
く
理
解
し
、

差
別
の
な
い
明
る
い
地
域
社
会
を

築
く
た
め
、
各
種
団
体
、
教
育
機

関
等
の
指
導
者
を
対
象
に
し
た
研

修
会
を
開
き
ま
す
。
関
心
を
お
持

ち
の
一
般
市
民
の
参
加
も
歓
迎
し

ま
す
。

日
時
2
月
2
1
日
④
午
後
1
時
～

　

4
時

会
場
大
野
有
終
会
館

内
容
映
画
「
出
会
い
」
、
講
演

　
　

「
人
権
を
考
え
る
」
講
師
・
美

　

浜
町
教
委
・
大
同
保
氏

主
催
大
野
市
●
大
野
市
教
育
委

　

貝
会

●
国
の
消
費
者
モ
ニ
タ
ー

　

募
集
中

　

公
正
取
引
委
員
会
で
は
、
商
品

の
不
当
表
示
や
過
大
な
景
品
付
き

販
売
を
防
止
す
る
た
め
、
消
費
生

活
に
関
す
る
意
見
や
要
望
を
述
べ

た
り
、
情
報
を
提
供
し
て
く
だ
さ

る
消
費
者
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
任
期
は
4
月
か
ら
1
年

間
、
報
酬
は
1
2
．
0
0
0
円
で
す
。

　

応
募
要
綱
と
申
し
込
み
用
紙
は
、

市
役
所
生
活
環
境
課
（
豊
6
6
・
－

1
1
1
内
線
4
6
3
）
に
あ
り
ま

す
。
2
月
1
5
日
⑨
ま
で
に
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

・
固
定
資
産
の
評
価
替
え
と

　

課
税
台
帳
の
縦
覧

　

固
定
資
産
税
の
対
象
と
な
る
土

地
や
家
屋
の
評
価
額
は
、
3
年
に

一
度
、
国
の
定
め
た
評
価
基
準
に

基
づ
き
見
直
し
ま
す
。
今
年
は
そ

の
年
に
当
っ
て
お
り
、
新
し
い
評

価
額
を
記
載
し
た
課
税
台
帳
の
縦

覧
は
、
4
月
1
日
⑥
～
2
0
日
①
に

市
役
所
税
務
課
で
縦
覧
で
き
ま
す
。

あ
な
た
の
財
産
の
評
価
額
を
お
確

か
め
く
だ
さ
い
。

●
道
路
案
内
標
識
へ
の

　

意
見
は
標
識
B
O
X
へ

　

道
路
標
識
は
、
普
段
は
気
に
と

め
な
い
こ
と
も
多
い
も
の
で
す
が

見
知
ら
ぬ
土
地
で
は
重
要
な
道
案

内
で
す
。
道
路
案
内
標
識
で
、
お

気
付
き
の
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
標

識
B
O
X
へ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

今
後
の
標
識
整
備
に
役
立
て
ら
れ

ま
す
。
あ
て
先
は
、
唇
m
福
井
市

大
手
3
－
1
7
1
1
福
井
県
標
識
B

O
X
ま
た
は
唇
5
4
0
大
阪
市
中
央
区

大
手
前
1
－
5
－
4
4
近
畿
地
方
建

設
局
標
識
B
O
X
で
す
。

●
環
衛
公
庫
の
融
資
案
内

　

環
境
衛
生
金
融
公
庫
で
は
、
飲

食
、
理
容
、
美
容
、
旅
館
、
ク
リ

ー
ニ
ン
グ
な
ど
を
営
ん
で
い
る
人

に
、
衛
生
面
の
向
上
と
経
営
面
の

近
代
化
を
図
っ
て
も
ら
う
た
め
、

店
舗
の
新
増
築
や
備
品
の
購
入
資

金
を
低
利
で
長
期
間
融
資
し
て
い

ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、
県
環
境
衛
生

営
業
指
導
セ
ン
タ
ー
（
唇
Ⅲ
福
井

市
大
手
2
－
9
－
1
0
県
電
気
ビ
ル

5
F
豊
0
7
7
6
・
2
5
・
2
0
6

4
）
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

・
労
働
保
険
に
未
加
入
の

　

事
業
主
は
あ
り
ま
せ
ん
か

　

労
働
保
険
に
は
、
労
災
保
険
と

雇
用
保
険
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
政

府
管
掌
の
保
険
制
度
で
す
。
労
働

者
を
一
人
で
も
雇
用
す
る
事
業
主

は
、
業
種
に
関
係
な
く
、
す
べ
て

加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

労
災
保
険
は
、
業
務
や
通
勤
に

よ
る
災
害
で
働
け
な
く
な
っ
た
労

働
者
や
、
そ
の
家
族
の
生
活
を
守

る
も
の
で
す
。
雇
用
保
険
は
、
失

業
中
の
労
働
者
の
生
活
を
保
障
し
、

事
業
主
に
対
し
て
も
、
雇
用
機
会

の
増
大
な
ど
に
必
要
な
費
用
の
助

成
も
し
ま
す
。

　

保
険
の
事
務
処
理
が
負
担
に
な

る
事
業
主
の
た
め
に
は
、
事
務
を

代
行
す
る
事
務
組
合
も
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、
大
野
公
共
職

業
安
定
所
（
陽
明
町
3
‐
＝
－
4
0
3

き
6
6
．
2
4
0
8
）
ま
た
は
大
野
労

働
基
準
監
督
署
（
弥
生
町
1
1
3
1

容
6
6
・
3
8
3
8
）
へ
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

●
「
広
報
お
お
の
」
な
ど

　

出
身
者
に
送
り
ま
す

　

市
で
は
、
市
外
に
住
む
大
野
出

身
の
希
望
者
に
「
広
報
お
お
の
」

の
ほ
か
商
工
会
議
所
・
農
協
・
社

協
な
ど
が
発
行
す
る
広
報
紙
を
毎

月
無
料
で
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
「
ふ
る
さ
と
情
報
定

期
便
」
と
し
て
、
大
野
市
出
身
者

に
無
料
で
ふ
る
さ
と
の
情
報
を
お

届
け
す
る
一
方
、
ふ
る
さ
と
へ
の

提
言
も
お
願
い
す
る
も
の
で
す
。

毎
年
1
回
1
2
月
に
、
市
の
ア
ン
ヶ

I
卜
に
答
え
て
い
た
だ
き
ま
す
。

希
望
の
方
ま
た
は
家
族
の
方
が
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
先
市
役
所
総
務
課
広
報
広

　

聴
係
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
内
線

　

4
4
0
）

●
平
成
2
年
度
版
市
勢
要
覧

　

さ
し
あ
げ
ま
す

　

大
野
市
を
市
外
の
人
な
ど
に
紹

介
す
る
た
め
の
冊
子
「
市
勢
要
覧
」

の
平
成
2
年
度
版
の
残
部
が
あ
り

ま
す
。
A
4
判
4
8
ペ
ー
ジ
（
（
写
真

3
2
ペ
ー
ジ
・
統
計
資
料
1
6
ペ
ー
ジ
）

で
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
市
役
所

総
務
課
広
報
広
聴
係
へ
お
い
で
く

だ
さ
い
。



j
l
f
E 靫歩

図
猪
島

　

猪
島
（
酉
藤
操
区
長
…
ト
五
戸
）
は
、
清
滝

川
中
流
域
に
あ
り
、
北
に
は
城
山
が
あ
り
ま

す
。
地
籍
と
し
て
は
医
王
寺
を
含
め
て
呼
ん

で
い
ま
す
。
明
治
後
期
に
猪
島
を
乙
猪
島
、

医
ド
寺
を
甲
猪
島
と
呼
ん
だ
と
き
も
あ
り
ま

し
た
。
熊
野
神
社
の
祭
礼
は
、
両
集
落
に
よ

っ
て
四
月
八
日
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

正
信
芋
（
真
宗
本
願
寺
派
）
の
近
く
に
、

昨
年
暮
れ
新
し
い
渠
落
セ
ン
タ
ー
が
完
成
し

ま
し
た
。

　

今
年
の
初
寄
〈
日
い
は
、
一
月
十
三
日
に
あ

り
ま
し
た
。
元
の
公
民
館
は
川
の
す
ぐ
そ
ば

に
あ
り
、
水
防
倉
庫
と
隣
り
八
‥
つ
て
い
ま
す
。

そ
の
す
ぐ
近
く
に
清
水
が
あ
り
、
基
盤
整
備

事
業
が
行
わ
れ
る
以
前
は
、
こ
ん
こ
ん
と
豊

富
な
水
が
湧
き
出
て
、
市
街
地
の
水
源
に
な

っ
て
い
ま
し
た
。

　

猪
島
地
籍
は
、
7
保
ト
年
二
む
二
瓦
）

の
郷
村
帳
に
よ
る
と
、
L
庄
地
区
で
は
稲
郷

木
本
地
頭
に
次
い
で
の
石
高
で
し
た
。
貞
享

年
代
、
猪
島
を
は
じ
め
宝
慶
寺
、
西
山
、
野

中
、
開
発
、
友
兼
、
北
御
門
、
下
郷
は
公
料

　

（
徳
川
。
家
の
直
轄
地
）
で
し
た
。
猪
島
は
現

在
は
十
五
戸
で
す
が
、
か
つ
て
は
三
十
戸
あ

っ
た
そ
う
で
す
。
集
落
に
は
水
車
が
あ
り
、

　

「
し
み
ん
ど
ん
」
と
い
う
造
り
泗
屋
が
あ
っ

て
繁
盛
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

あ
る
年
配
の
人
か
ら
、
猪
島
に
は
昔
、
本

坊
が
あ
っ
て
、
罪
人
が
逃
げ
込
め
ば
か
く
ま

つ
て
く
れ
た
と
聞
き
ま
し
た
。
現
在
は
田
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
小
字
名
に
才
願
寺
が
あ

り
、
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
広
さ
で
す
。
そ
の
周

り
に
蓮
池
と
い
う
地
名
が
あ
り
ま
す
。
城
山

に
小
山
城
が
あ
っ
た
の
は
、
南
北
朝
か
ら
室

町
時
代
に
か
け
て
で
す
が
、
周
辺
に
は
町
並

み
や
寺
院
が
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

市民のうごき

1月1日現在 前月比

世帯数 11．292世帯 －2世帯

42ぶ94入 ＋9入

入目 男 20．252＼ －12入

女 22，042入 ＋21人

1川中の異動
転入 46入 出生 44入

転出 52入 叱已 29入

市内の交通事故状況（年頭ヵ9，・計）

件数内訳 ヽド成2吊　12月私
ヽド成紀年J2）］4i増滅

総件数 420件 409件 ＋11件

人
身・fv

故

件数 178件 185件 －7件

叱者 2入 5入 －3入

傷者 232K 262入 －30人

物相111故 242件 224件 ＋18件

表
紙
の
こ
と
ば

　

今
年
初
め
て
の
ス
キ
ー
競
技

仝
と
な
っ
た
「
県
ク
ラ
ブ
対
抗

ス
キ
ー
大
会
」
が
一
月
十
二
。
十
三

日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
中
日

・
国
体
・
全
日
本
予
選
を
兼
ね

る
と
あ
っ
て
県
下
一
線
級
の
選

手
が
勢
ぞ
ろ
い
。
平
均
斜
度
1
4

度
、
全
長
4
5
0
μ
の
コ
ー
ス

を
果
敢
に
挑
み
ま
し
た
（
回
転

一
部
優
勝
の
三
嶋
嘉
之
選
手
）

編
集
後
記

　

五
年
連
続
の
暖
冬
と
思
い
き

や
、
年
末
か
ら
雪
景
色
に
一
変
。

ス
牛
－
や
除
雪
な
ど
本
来
の
風

物
詩
が
戻
り
ま
し
た
。
や
は
り

雪
が
あ
る
ほ
う
が
落
ち
着
さ
、

活
気
も
出
る
よ
う
で
す
。
二
月

は
雪
が
主
役
の
行
事
が
目
白
押

し
。
お
出
か
け
は
、
雪
に
対
す

る
準
備
を
万
全
に
し
、
安
全
運

転
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

厘X、、見m

　

都
会
の
よ
う
に
便
利

で
、
し
か
も
田
舎
の
よ

う
に
心
安
ら
ぐ
所
で
暮

ら
せ
た
ら
最
高
で
し
ょ

う
。
だ
が
、
便
利
ず
く

め
の
所
で
は
心
安
か
ら

ず
、
の
ん
び
り
と
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
よ
う
な

所
は
大
抵
生
活
す
る
の
に
不
便
で
す
。
だ
か
ら
、

都
会
生
活
者
は
安
ら
ぎ
を
求
め
て
自
然
の
懐
へ

跳
び
込
ん
で
来
た
り
、
逆
に
田
舎
暮
ら
し
の
者

は
便
利
性
を
求
め
て
都
会
へ
跳
び
出
て
行
っ
た

り
し
ま
す
？
都
市
型
の
便
刊
な
生
活
空
間
と
い

う
も
の
は
私
た
ち
の
努
力
に
よ
っ
て
作
り
上
げ

て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
母
の
懐

に
抱
か
れ
た
幼
子
の
よ
う
に
、
安
ら
ぎ
の
あ
る

自
然
な
状
態
と
い
う
も
の
は
、
そ
ん
な
人
為
的

な
努
力
が
一
切
止
ん
だ
時
に
し
か
や
っ
て
来
ま

せ
ん
。
実
際
に
安
ら
か
に
な
ろ
う
と
努
力
し
た

ら
緊
張
感
が
高
ま
り
、
か
え
っ
て
安
ら
げ
な
く

な
る
で
し
ょ
う
。
自
然
に
な
ろ
う
と
努
め
た
り

し
た
ら
不
自
然
に
な
り
ま
す
▼
安
ら
ぎ
の
あ
る

無
為
自
然
な
空
間
と
い
う
も
の
は
壊
し
た
り
保

護
し
た
り
で
き
て
も
、
人
為
的
な
努
力
に
よ
っ

て
作
り
上
げ
る
こ
と
は
不
可
能
で
す
。
ど
ん
な

に
自
然
に
似
せ
て
作
っ
た
と
し
て
も
結
局
は
人

工
的
な
も
の
し
か
出
来
L
が
り
ま
せ
ん
。
そ
し

て
。
そ
ん
な
人
為
的
な
空
間
の
中
へ
押
し
込
め

ら
れ
て
も
、
命
あ
る
も
の
は
決
し
て
安
ら
い
だ

り
し
な
い
で
し
ょ
う
？
今
後
ま
す
ま
す
超
ス
ピ

ー
ド
で
ハ
イ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
攻
勢
に
押
さ
れ

な
が
ら
都
市
刑
E
の
便
利
な
生
活
空
間
が
押
し
広

げ
ら
れ
て
行
く
で
し
ょ
う
。
だ
が
、
全
生
命
の

た
め
の
安
ら
ぎ
の
あ
る
無
為
自
然
の
空
間
を
い

か
に
温
存
さ
せ
て
行
く
か
は
、
二
十
一
助
紀
へ

向
け
て
の
大
き
な
課
題
と
な
る
で
し
ょ
う
（
N
）

発
行
福
井
県
大
野
市
編
集
総
務
課
広
報
広
聴
係
（
L
6
6
・
1
1
1
1
）
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